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令 和 ８ 年 第 ３ 回 定 例 会 一 般 質 問 発 言 順 序 表 

                                              

番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

１ 滝沢青葉 １．地域の特性に応じた地域包括ケアシステムの推進に向けた体制づ

くりについて 

  平成12年度より介護保険制度がスタートし、直近の令和６年度か

ら令和８年度までは第９期の取り組みとして地域包括ケアシステム

の深化・推進に向けた積極的な取り組みを進めてまいりました。当

市においても第三次十日町市総合計画において『地域の特性に応じ

た地域包括ケアシステムの推進に向けた仕組みづくりを展開すると

ともに、医療提供体制の整備を推進します』と位置付けています。 

  また、令和９年度から始まる国の第10期介護保険事業計画の基本

指針の中においても地域包括ケアシステムの深化についての言及が

なされています。 

  当市における地域包括ケアシステムについて以下の点をお伺いし

ます。 

 (1) これまでの体制整備の成果と課題 

 (2) 課題に対する今後の展望 

 (3) 新たな施設整備の検討の進捗 

 

市 長 

 

２．内部統制制度について 

  地方自治法（昭和22年法律第67号）第150条において、都道府県知

事及び政令指定都市の市長は、内部統制に関する方針の策定と内部

統制体制の整備が義務付けられ、当該方針を策定した長は、毎会計

年度、内部統制評価報告書を作成し、監査委員の意見を付けて議会

に提出するとともに公表することとされています。当市において

は、政令指定都市ではありませんので努力義務となっております。 

  内部統制体制の整備は、地方公共団体における事務が適切に実施

され、住民の福祉の増進を図ることを基本とする組織目的が達成さ

れるよう、事務を執行する主体である市長自らが、行政サービスの

提供等の事務上のリスクを評価及びコントロールし、事務の適正な

執行を確保するために必要なものと考えます。 

  当市における内部統制の取り組みについて、以下の点についてお

伺いします。 

 (1) 当市における内部統制の整備状況及び評価の状況について 

 (2) 内部統制体制の整備は努力義務となっていますが、今後整備、

報告を行う予定があるか 

 

市 長 
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番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

２ 星名大輔 １．関係人口の創出・拡大について 

  当市は今後も人口減少局面が続くと見込まれ、様々な場面で担い

手が求められています。地域づくりの新たな担い手として期待され

ているのが「交流以上、定住未満」の関係人口と呼ばれる人たちで

す。当市ではこへび隊や通い農といった取り組みがみられます。こ

れから関係人口の創出・拡大を文化観光や移住定住の推進と並ぶ十

日町市の施策の柱にしてほしいと思いますが、市長の姿勢をお伺い

します。 

 

市 長 

 

３ 市川直子 １．人口減少の現状分析と今後の取組について 

  十日町市では、人口減少と少子高齢化への対応を最重要課題の１

つとして位置づけ、様々な施策に取り組んでいます。一方で人口減

少は現在も続いており、令和２年の国勢調査人口と令和７年の人口

速報集計を近隣自治体と比較してもその減少幅は大きい状況にあり

ます。 

  人口減少の要因をどのように捉え、これまでの取組をどのように

評価し、今後の施策につなげていくのかについて伺います。 

 (1) 十日町市の人口減少が近隣自治体より大きい要因を、どのよう

に分析していますか。 

 (2) これまで行ってきた人口減少対策について、どのような施策に

効果があり、どのような課題があったと評価していますか。ま

た、その評価をその後の施策にどのように活かしてきましたか。 

 (3) 若者、特に若い女性が市外へ出る理由や、十日町市に戻らない

理由について、本人たちの声を聞いていますか。また、その声を

施策にどのように反映していますか。 

 (4) 人口減少が今後も続くことが見込まれる中で、十日町市が今、

最も優先して取り組むべき課題は何だと考えていますか。また、

今後どのように取り組んでいきますか。 

 

市 長 
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番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

４ 野沢浩平 １．市有温浴施設の持続可能な運営について 

  市内にはゆくら妻有、ミオンなかさと、まつだい芝峠温泉「雲

海」、千手温泉千年の湯、越後妻有交流館明石の湯など、多くの温

浴施設があります。これらの施設は、市民の健康増進や地域住民の

交流の場であるとともに、観光振興や地域経済の活性化に欠かせな

い公共の財産です。 

  しかし一方で、人口減少や利用者数の伸び悩み、施設の老朽化、

光熱費の高騰、人材不足など、全国の温浴施設が共通して抱える課

題が、本市においても顕在化しているのではないかと危惧していま

す。 

  今後も温浴施設を維持し、市民に愛され、観光資源として活用し

ていくためには、現状を正確に把握し、中長期的な視点で運営方針

を定めることが重要です。 

  そこで、以下の点について伺います。 

 (1) 温浴施設の運営状況について 

   市内には複数の温浴施設が存在しますが、全市的な視点から伺

います。 

   各施設の経過年数・利用者数・収支・修繕費等を踏まえ、市長

は現在の温浴施設の運営状況をどのように捉えていますか。 

 (2) 施設の老朽化について 

  ① 設備更新や大規模改修の必要性について、市はどのような判断

基準で、ボイラー、揚湯設備、配管、空調設備、建物など、維持

管理の計画をしているのか伺います。 

  ② 今後10年間で必要と見込まれる改修費用の総額はいくらでしょ

うか。また、財政計画に反映されているのでしょうか。 

 (3) 利用促進について 

   施設の利用者の数を増やすために、明年10回目の大地の芸術

祭、また、松之山温泉、清津峡、道の駅などとの連携が重要と考

えますが、具体的な計画はされておりますでしょうか。 

 

市 長 
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番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

５ 富井春美 １．介護保険事業計画について 

  十日町市第９期介護保険事業計画は今年度が最終年度です。第９

期介護保険事業計画は「本市の実情に合わせた介護サービス基盤の

整備、地域包括ケアシステムのさらなる深化・推進、介護人材の確

保や介護現場の生産性の向上を図ること」を目標に「高齢者が可能

な限り住み慣れた地域で、生きがいを持って健康で穏やかな生活を

送ることができる社会の実現をめざして策定」された計画になって

います。３年間の成果、課題を踏まえ、第10期介護保険事業計画が

策定されます。そこで、以下の点について伺います。 

 (1) 第９期介護保険事業計画における「取組むべき課題」の成果と

課題 

 (2) 第10期介護保険事業計画の方向性について 

 

市 長 

 

２．新たな中学校統合計画の進め方について 

  市教育委員会は、学区再編に向けた進め方として、地域自治組織

役員などによる「学区再編協議研究会」を設立し、「十日町市立中

学校のあり方検討委員会」の提言を基にした「地域自治組織の協議

ブロック」を設定する計画でありましたが、目的を達成するに至り

ませんでした。その後、新たに「十日町“みんなの学校”プロジェ

クト」を設立し、あり方検討委員会の提言を踏まえた、幅広い市

民、保護者などによる「魅力ある十日町市立中学校づくり方針」策

定に向けた11回の協議・検討会が実施されました。 

  そして、2026年６月22日の最終会議において「魅力ある十日町市

立中学校づくり方針」の素案が、渡辺教育長に手渡されました。 

  教育委員会は、「魅力ある十日町市立中学校づくり方針」の素案

を受けて、具体的な方針の決定や学区適正化に係る検討の今後の流

れをどのように進められるのか伺います。 

 

教育長 
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番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

６ 滝沢 繁 １．持続可能な農業について 

  「令和の米騒動」の影響を受け、集荷競争が激しくなり、価格が

高騰した2025年産米の出来秋とは一変し、８月18日発表のＪＡ全農

にいがたの2026年産米の概算金は魚沼産コシヒカリでは２万1,000

円、県産一般コシヒカリでは１万8,500円と昨年と比べて１万1,500

円下落していると報道されています。 

  下落の原因は、備蓄米の59万トンの放出と民間輸入の増加で、６

月末の民間在庫量は243万トン、2004年以降最大の在庫量となった

（全国農業新聞）と報道されています。公益社団法人米穀安定供給

確保支援機構は、今年春に「食糧システム法」に基づくコスト指標

を「60キロあたり２万535円（生産費のみ）」と示したものの、何の

保証にもなっておらず、肥料、農薬、農機具、人件費など、物価が

急騰している状況です。 

  このまま推移すれば米農家の意欲低下と離農、倒産など大変な事

態になりかねません。 

  そこで以下について市長に伺います。 

 (1) 市長は度々、「米の価格は需要と供給による」と言われていま

すが、基幹産業の、とりわけ中心である米を巡る情勢をどの様に

捉えられているのか伺います。 

 (2) 十日町市の基幹産業である農業は、高齢化により山間部から耕

作放棄地も出始めている。この機械がこわれたら農業をたたむな

どの声もお聞きします。市長にこれからの十日町市の農業の展望

をお聞きします。 

 

市 長 
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番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

７ 中林寛暁 １．公共施設の今後の在り方と方向性について 

  全国的にも人口減少の課題があり、それぞれの自治体がこの対策

に様々な施策で取り組んでいる中ではありますが、残念ながらほと

んどの自治体で人口減少が進み、とどまる傾向は見えていません。

当市も移住支援、雇用促進、子育て支援など、様々な施策を行って

来ましたが、人口減少の波を食い止めることが出来ていないことは

事実であります。 

  今年度も人口減少を少しでも緩やかに出来ないかと、取り組んで

いるところではあります。人口が減少することへの対策も必要です

が、人口が減少していく中、どのような体制で市民サービスを維持

していくのかも必要です。公共施設の在り方を検証し、適正な形、

適正な配置を考えていくのも人口減少対策であると考えます。 

  このような中で以下のことをお伺いします。 

 (1) 本庁・支所の今後の在り方と方向性について 

 (2) スポーツ施設の今後の維持管理の方向性について 

 

市 長 

教育長 

２．大地の芸術祭の今後について 

  大地の芸術祭実行委員会では、すでに第10回展の構想や開催期間

などが発表され、作品の公募も行われているところです。初めての

開催からすでに25年以上の歴史が積み重なり、各方面からの注目や

期待が広がっていることと思います。 

  第三次十日町市総合計画の前期基本計画の中で基本方針：活気あ

る元気なまちづくりの中で、地域資源を活用した文化観光の推進の

主要事業として「大地の芸術祭の推進」とあります。第10回展を含

めた今後の大地の芸術祭の展望をお伺いいたします。 

 

市 長 

８ 水落静子 １．今後の農業支援及び担い手育成支援について 

  昨年は、米価がいつもより高額での取引で、米作りに対して設備

投資を考える生産者もおりました。今年は心配された日照り続きも

なく、適度な雨によりお米の生育も良いのではないかと思われま

す。一部の地域では春の雪消えが早まり、水不足のため田植えが出

来ないところもあり大変な思いをしたともお聞きしました。令和８

年産米の仮渡金もとても下がり、消費者にとりましてはおいしいお

米を食べる量が増え、販売も増えると思われますが、生産者にとり

ましては、肥料代、資材購入代等の高騰など負担が増えていること

を考慮しなければと思います。 

  そのような現状ではありますが、米づくりも、野菜づくりもこの

十日町市にとって、なくてはならない産業です。前期基本計画にも

掲げられていますが、特にこれから農業を目指す若者、担い手をど

の様に十日町市として支援するのか、市長のお考えをお聞きしま

す。 

 

市 長 

 

 

 



- 7 - 
 

令 和 ８ 年 第 ３ 回 定 例 会 一 般 質 問 発 言 順 序 表 

                                              

番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

９ 根津年夫 １．高齢化の進行を見据えた生活支援体制の強化と免許返納後の移動

支援・地域交通の再構築について 

 (1) 高齢者の生活支援体制の強化について 

   本市では高齢化が着実に進み、一人暮らし高齢者の増加が地域

の大きな課題となっています。地域の見守りや買い物支援など日

常生活を支える仕組みは行政だけでなく、地域住民・民間事業

者・福祉関係者が協力しながら進めることが重要です。 

   そこで以下について伺います。 

  ① 一人暮らし高齢者の現状把握（人数、増加傾向、地域別状況）

と課題の整理について 

  ② 民生委員・地域包括支援センター・地域自治組織等との協働に

よる見守り体制の現状と課題について 

  ③ 買い物弱者対策の現状と今後の取組について 

 (2) 免許返納後の移動支援と地域交通の再構築について 

   免許返納が進む一方で、公共交通の縮小や地域交通の課題が顕

在化しています。医療・買い物・福祉サービスへのアクセスを確

保するためには、行政・交通事業者・地域住民が協働し、地域の

実情に合った交通体系を再構築する必要があると考えます。 

   そこで以下について伺います。 

  ① 免許返納者の推移と返納後の移動手段について 

  ② 地域公共交通の現状と、全国で導入が進むＡＩオンデマンド交

通など新しい交通手法の導入の検討状況について 

 

市 長 

 

２．こどもたちに愛される十日町市を目指して 

  十日町市には自然、文化、芸術、農業などこどもたちの学びや体

験を豊かにする多くの資源があります。これらを学校・地域・行政

が協働してこどもたちの育ちにつなげていくことは人口減少が進む

中で、まちの未来を支える重要な取組みであると考えます。こども

たちが『十日町で育ってよかった』と自然に思えるような環境を整

備していくことが大切だと考えています。 

  そこで以下について伺います。 

 (1) 地域資源を活かした学びや体験について 

   大地の芸術祭との学校連携、雪国ならではの体験、里山での自

然活動など十日町らしい学びは市の教育施策としても位置付けら

れています。これらの体験の現状と課題、そして更に広げていく

ため市として、どのような支援や連携を考えていますか。 

 (2) こども・若者の声をまちづくりに反映する仕組みづくりについ 

  て 

   こどもたち自身が意見を述べ、まちづくりに参加できる場を設

けることは「こどもたちに愛されるまち」を目指すうえで重要で

す。こども会議やワークショップなど、若い世代の声を生かす取

組みの現状と今後の方向性についてどのように考えていますか。 

 

市 長 

教育長 
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番 質 問 者 質 問 題 目 ・ 要 旨 答弁者 

10 福崎哲也 １．十日町市の観光資源の展望について 

  十日町市には、国内外に誇れる地域資源が数多くあります。第三

次十日町市総合計画においても、こうした地域資源を磨き上げ、拠

点整備により、さらに魅力を高め、誘客につなげる必要があると述

べています。そこで、次の点について伺います。 

 (1) 当市一番と言っていい観光施設である清津峡渓谷トンネルの現

状と今後の展開について 

 (2) 笹山縄文広場整備事業の進捗状況について 

 

市 長 

教育長 

11 樋口富行 １．憲法と障害者権利条約を踏まえた障害施策を 

  障害者に対する政策について、政府は2014年に国連障害者権利条

約を批准しました。この条約は、「障害がある人」として障害者は

あくまで同じ人格を有する人間であり、たまたま障害があると捉え

ています。障害者権利条約は、こうした障害の捉え方に立って、障

害者への差別をなくし、障害者の尊厳を保障するための国際的な基

準です。 

  しかし、国は、障害者を「医学モデル」に基づいて捉えており、

障害認定は身体的機能を数値で評価し、機能障害を抱えた結果、日

常生活や社会生活に支障・困難をきたしているという見方に立って

います。 

  それに対して「社会モデル」とは、困難の原因は障害者本人では

なく、障害者の社会参加を困難にしている社会の側の障壁にあると

いう見方です。このため、強制力は有りませんが、国連から様々な

勧告を受けてきました。 

  そこで次の点について伺います。 

 (1) 十日町市の障害者数の動向を伺います。 

 (2) 憲法と障害者権利条約を踏まえた当市の施策の現状と今後の展

開について伺います。 

 

市 長 

 

 

 


